
第 2回 

町
で
は
、
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ

く
り
を
担
う
次
世
代
の
育
成
を
目

的
に
、
前
期
（
平
成
１７
年
度
〜
平

成
２１
年
度
）
の
取
り
組
み
状
況
や

町
の
実
情
を
踏
ま
え
、
平
成
２２
年

度
か
ら
平
成
２６
年
度
を
期
間
と
し

て
次
世
代
育
成
支
援
対
策
地
域
行

動
計
画
（
後
期
計
画
）
の
策
定
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

後
期
計
画
の
策
定
に
あ
た
り
、

住
民
の
皆
さ
ん
の
意
見
や
要
望
が

反
映
さ
れ
る
よ
う
に
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
を
実
施
し
ま
し
た
の
で
、
そ

の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

●問
福
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課
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‐
０
３
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�
子
ど
も
の
人
数
・
日
常
の
育
児

状
況

「
理
想
的
な
子
ど
も
の
人
数
は

何
人
か
」
の
設
問
に
対
し
、
就
学

前
、
小
学
生
の
親
と
も
に
２
・
７

人
、
持
つ
つ
も
り
の
人
数
は
２
・

１
人
と
理
想
の
人
数
よ
り
も
持
つ

つ
も
り
の
人
数
の
ほ
う
が
少
な
く
、

そ
の
最
大
の
理
由
は
「
子
育
て
や

教
育
に
お
金
が
か
か
る
か
ら
」
の

割
合
が
大
き
い
も
の
の
、
育
児
の

悩
み
に
つ
い
て
の
設
問
で
は
「
経

済
的
な
不
安
や
負
担
」よ
り
も「
子

ど
も
の
接
し
方
・
意
思
疎
通
・
し

つ
け
」
に
悩
み
を
持
つ
割
合
が
高

い
結
果
に
な
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

日
常
の
子
育
て
を
楽
し
く
、
安
心

し
て
行
う
た
め
に
必
要
な
サ
ー
ビ

ス
は
、
就
学
前
、
小
学
生
の
親
と

も
に
「
子
ど
も
を
遊
ば
せ
る
場
や

機
会
の
提
供
」「
親
の
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
の
場
や
機
会
の
提
供
」
を
望

ん
で
い
る
割
合
が
高
い
結
果
に
な

り
ま
し
た
。

�
放
課
後
子
ど
も
教
室
に
つ
い
て

学
校
の
空
き
教
室
な
ど
を
利
用

し
た
放
課
後
子
ど
も
教
室
の
認
知

度
は
約
２
割
と
低
い
も
の
の
、
今

後
放
課
後
子
ど
も
教
室
を
開
設
し

て
ほ
し
い
と
回
答
し
た
方
は
約
８

割
で
し
た
。
ま
た
、
小
学
校
４
年

生
以
降
の
放
課
後
の
過
ご
し
方
で

は
「
放
課
後
子
ど
も
教
室
を
利
用

し
た
い
」
が
４３
・
９
�
と
最
も
高

く
、
次
い
で
「
ク
ラ
ブ
活
動
や
習

い
事
を
さ
せ
た
い
」
が
３２
・
４
�

と
い
う
結
果
で
し
た
。

�
子
育
て
と
仕
事
の
両
立
に
必
要

な
こ
と

「
夫
が
家
事
や
育
児
を
分
担
し
、

協
力
す
る
こ
と
」
を
６
割
以
上
の

方
が
、「
勤
務
時
間
の
短
縮
な
ど

子
育
て
者
に
配
慮
し
た
労
働
条
件

・
制
度
が
あ
り
、
実
際
活
用
で
き

る
職
場
環
境
で
あ
る
こ
と
」
を
約

４
割
の
方
が
必
要
だ
と
考
え
て
い

ま
す
。
そ
の
一
方
で
、
父
親
は「
残

業
な
ど
が
多
く
、
仕
事
を
優
先
せ

ざ
る
を
得
な
い
」
た
め
、
子
育
て

に
か
か
わ
り
づ
ら
い
と
の
回
答
も

約
８
割
を
占
め
て
い
ま
し
た
。

今
後
の
予
定

現
在
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結

果
を
踏
ま
え
、
町
内
の
子
育
て
関

係
団
体
、
保
健
・
福
祉
・
企
業
関

係
者
、
教
育
関
係
者
、
公
募
住
民

の
方
な
ど
で
構
成
さ
れ
る
開
成
町

次
世
代
育
成
支
援
対
策
地
域
協
議

会
で
、
計
画
内
容
の
審
議
を
行
っ

て
い
ま
す
。

今
後
は
、
更
に
広
く
意
見
を
い

た
だ
く
た
め
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ

ン
ト
を
実
施
し
、
町
民
の
皆
さ
ん

の
意
見
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
２２

年
３
月
末
に
後
期
計
画
を
策
定
す

る
予
定
で
す
。

■
小
さ
い
町
に
広
が
る
水
田

県
内
市
町
村
で
面
積
最
小
の
開

成
町
。
で
も
、
水
田
面
積
は
県
内

市
町
村
で
８
番
目
の
広
さ
で
す
。

県
内
市
町
村
の
田
の
面
積
は
、

１
位
平
塚
市
（
７
７
７
�
、
市
面

積
の
約
１１
％
）、
２
位
小
田
原
市

（
５
５
０
�
、
市
面
積
の
約
５
％
）、

３
位
厚
木
市
（
５
２
２
�
、
市
面

積
の
約
６
％
）…
７
位
横
浜
市（
１

８
０
�
、市
面
積
の
約
０
・
４
％
）、

８
位
開
成
町
、
９
位
藤
沢
市
（
１

４
６
�
、
市
面
積
の
約
２
％
）
で

す
。開

成
町
の
田
は
、
町
面
積
の
約

２５
％
を
占
め
、
横
浜
市
の
み
な
と

み
ら
い
地
域
（
約
１
８
６
�
）
と

ほ
ぼ
同
じ
広
さ
で
す
。

町
の
農
業

農
家
の
取
り
組
み

開
成
町
一
帯
は
江
戸
時
代
か
ら

お
い
し
い
お
米
の
産
地
と
し
て
知

ら
れ
て
い
ま
す
。
高
齢
化
や
後
継

者
不
足
な
ど
が
問
題
と
な
っ
て
い

ま
す
が
、
開
成
町
内
で
は
２０
代
の

就
農
者
２
人
が
、
そ
れ
ぞ
れ
有
機

農
業
と
洋
ラ
ン
栽
培
に
こ
だ
わ
り

を
持
っ
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
、
緑
茶
の
需
要
が
高
ま
る
な

か
で
、
数
軒
の
農
家
が
集
ま
っ
て

茶
の
栽
培
を
始
め
て
お
り
、
米
の

転
作
作
物
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い

ま
す
。

こ
の
ほ
か
町
の
地
産
地
消
の
取

り
組
み
と
し
て
、
瀬
戸
屋
敷
と
駅

前
第
２
公
園
で
、
日
曜
朝
市
を
開

催
し
て
い
ま
す
。
町
内
で
採
れ
た

新
鮮
で
安
心
安
全
な
農
作
物
を
農

家
が
直
接
販
売
す
る
こ
の
朝
市
は
、

転
入
者
の
多
い
町
南
部
地
域
の
皆

さ
ん
に
好
評
を
得
て
い
ま
す
。

地
元
食
材
に
よ
る
「
郷
弁
」

１
月
２３
日
に
福
祉
会
館
で
「
郷

弁
フ
ェ
ス
タ
」
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。（
最
終
ペ
ー
ジ
「
ま
ち
か
ど

ト
ピ
ッ
ク
ス
」
で
紹
介
）

こ
れ
は
、
町
の
産
業
を
活
性
化

す
る
農
商
工
連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
ひ
と
つ
で
す
。
郷
弁
と
は
、
開

成
町
産
の
お
米
と
地
場
産
の
野
菜

を
中
心
に
し
た
お
か
ず
を
組
み
合

わ
せ
た
お
弁
当
で
、
町
の
名
物
に

な
る
よ
う
取
り
組
み
を
続
け
て
い

ま
す
。

北
部
地
域
を
中
心
と
す
る
町
内

の
水
田
は
、
６
月
に
な
る
と
約
５

千
株
の
ア
ジ
サ
イ
が
咲
き
誇
り
、

町
最
大
の
イ
ベ
ン
ト
「
あ
じ
さ
い

祭
」
の
会
場
に
な
り
ま
す
。
訪
れ

た
多
く
の
方
が
観
賞
さ
れ
る
水
田

に
映
え
る
ア
ジ
サ
イ
。
こ
の
素
晴

ら
し
い
景
観
は
、
農
家
の
日
々
の

管
理
に
よ
っ
て
保
た
れ
て
い
ま
す
。

�
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
金
（
宝
く
じ

収
益
金
）
を
活
用
し
、
自
治
会

の
緑
化
推
進
と
備
品
整
備
を
行

い
ま
し
た
。

◆
緑
化
推
進
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

助
成
事
業

宮
台
自
治
会
と
河
原
町
自
治

会
で
、
緑
化
推
進
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
事
業
を
実
施
し
ま
し
た
。

草
花
を
通
じ
た
自
治
会
員
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
場
と
し

て
、
自
治
会
内
に
花
壇
な
ど
を

設
置
し
、
多
く
の
草
花
や
、
ド

ウ
ダ
ン
ツ
ツ
ジ
や
ア
ジ
サ
イ
な

ど
の
低
木
を
植
栽
し
ま
し
た
。

こ
の
事
業
に
は
、
両
自
治
会

か
ら
多
数
の
皆
さ
ん
が
参
加
さ

れ
、
緑
化
の
推
進
と
と
も
に
、

相
互
の
交
流
を
深
め
る
良
い
機

会
に
な
り
ま
し
た
。

◆
一
般
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業

岡
野
、
金
井
島
、
下
延
沢
、

パ
レ
ッ
ト
ガ
ー
デ
ン
の
各
自
治

会
で
は
、
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送

へ
の
移
行
に
備
え
た
対
応
型
テ

レ
ビ
や
自
治
会
館
で
使
用
す
る

イ
ス
や
テ
ー
ブ
ル
な
ど
、
自
治

会
活
動
に
必
要
な
合
計
５５
点
の

備
品
を
整
備
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

○
岡
野
自
治
会

液
晶
テ
レ
ビ
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
プ
レ
ー
ヤ
ー
、

カ
ラ
オ
ケ
、
マ
ッ
サ
ー
ジ
チ
ェ
ア
、
草

せ
ん
て
い

刈
機
、
剪
定
機
、
広
報
掲
示
板

○
金
井
島
自
治
会

液
晶
テ
レ
ビ
、
ワ
イ
ヤ
レ
ス
ア
ン
プ
・

チ
ュ
ー
ナ
ー
・
マ
イ
ク
、
テ
ー
ブ
ル

○
下
延
沢
自
治
会

液
晶
テ
レ
ビ
、
冷
蔵
庫
、
ワ
イ
ヤ
レ
ス

ア
ン
プ
・
マ
イ
ク
、
紅
白
幕
、
車
い
す

○
パ
レ
ッ
ト
ガ
ー
デ
ン
自
治
会

折
り
イ
ス
・
収
納
台
、
ゼ
ミ
テ
ー
ブ
ル
、

メ
ガ
ホ
ン
、
書
庫
、
台
車
、
テ
ン
ト
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◆
女
性
消
防
隊
に
よ
る
安
全
で

災
害
に
強
い
地
域
づ
く
り
推

進
事
業

町
で
は
、
女
性
消
防
隊
の
育

成
強
化
を
図
る
た
め
�
日
本
消

防
協
会
が
宝
く
じ
助
成
金
（
�

自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
）
に
よ
り

実
施
す
る
「
女
性
消
防
隊
に
よ

る
安
全
で
災
害
に
強
い
地
域
づ

く
り
推
進
事
業
」
の
助
成
を
受

け
て
、
軽
可
搬
消
防
ポ
ン
プ
な

ど
の
備
品
を
購
入
し
ま
し
た
。

《
整
備
備
品
一
覧
》

軽
可
搬
消
防
ポ
ン
プ
、
操
法

き
ゃ
は
ん

用
皮
手
袋
、
操
法
用
脚
絆
、

ヘ
ル
メ
ッ
ト
、
広
報
用
の
ぼ

り
旗

●問
環
境
防
災
課�

８４
‐
０
３
１
４

一般コミュニティ助成事業

2,500,000�

緑化推進コミュニティ助成事業

2,000,000�

8

平
成
２１
年
度
宝
く
じ
助
成
事
業

広報かいせい ２０１０．２．１

地
域
の
緑
化
推
進
、

備
品
整
備
が
で
き
ま
し
た

財団法人自治総合センター
助成金額

河原町自治会

宮台自治会

２０１０年世界農林業センサスを２月１日現在で実施します。この調査は、５年に一度、全国一
斉に農林業や農山村の実態を調べるもので、農林業の国勢調査ともいわれています。国や地方の
農林業施策の企画・推進に役立つたいせつなものです。農家の皆さんのご協力をお願いします。

●問企画政策課 �８４－０３１２

田の面積 １７６ヘクタール ～横浜市のMM（みなとみらい地域）と同じくらいの広さです～

軽可搬消防ポンプ

広報かいせい ２０１０．２．１9


